
コ
ー
プ
な
が
の
は
2
0
2
5
年
9

月
で
33
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
つ
な
が
り
を
築
い
て
き
た
全
て
の

み
な
さ
ま
と
と
も
に
、
大
切
な
1
年

の
年
輪
を
刻
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
2
5
年
は
、「
被
爆
・
戦
後

80
年
」
と
「
国
際
協
同
組
合
年
」
と

い
う
節
目
の
年
で
し
た
。
こ
の
一
年

は
、
史
実
を
知
り
、
正
し
く
学
び
、

歴
史
が
ど
の
よ
う
に
紡
が
れ
て
き
た

か
を
体
感
す
る
貴
重
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
平
和
の
取
り
組
み
で
は
、

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
・
オ
キ
ナ
ワ

で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
「
ピ
ー
ス

ア
ク
シ
ョ
ン
」
へ
の
参
加
や
、「
松

代
大
本
営
地
下
壕
見
学
」の
広
が
り
、

初
め
て
企
画
さ
れ
た
「
子
ど
も
平
和

新
聞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
の
生
協

が
協
力
し
て
「
原
爆
の
絵
碑
」
第
11

号
を
原
爆
ド
ー
ム
近
く
に
建
立
し
ま

し
た
。
今
後
も
「
戦
後
」
で
あ
り
続

け
る
た
め
に
、
戦
争
や
紛
争
の
な
い

謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。 新

年
の
ご
あ
い
さ
つ

世
界
の
平
和
を
希
求
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
す
す
め
て
ま
い
り

ま
す
。

昨
年
、
協
同
組
合
の
認
知
向
上
と

浸
透
を
目
指
し
、
初
の
「
コ
ー
プ
な

が
の
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
5
」を
開
催
、

そ
の
一
端
を
担
え
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
今
年
は
、「
生
協
が

公
益
的
性
格
を
持
つ
取
り
組
み
を
拡

大
で
き
る
よ
う
に
、
生
協
の
基
本
的

性
格
を
法
律
上
も
明
確
に
位
置
づ
け

る
こ
と
」
を
政
府
に
要
望
し
、
生
協

法
の
改
正
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

昨
年
も
各
地
で
災
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
支
援
募
金
と
し
て
温
か
い
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
能
登
半
島
地
震
や
奥

能
登
豪
雨
の
被
災
者
の
み
な
さ
ま

へ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
お
届
け
し
た
ほ
か
、
サ
ロ
ン
活

動
と
し
て
「
お
や
き
隊
」
を
珠
洲
市

に
二
回
派
遣
し
ま
し
た
。
多
く
の
参

加
が
あ
り
、
笑
顔
溢
れ
る
交
流
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
被
災
者
の
心
に

寄
り
添
っ
た
支
援
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

国
際
情
勢
や
異
常
気
象
に
よ
る
物

価
高
騰
、
食
料
の
安
定
的
確
保
へ
の

懸
念
、
少
子
高
齢
化
、
貧
困
・
格
差

問
題
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
取

り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
暮
ら
し

を
応
援
す
る
具
体
的
な
取
り
組
み
を

す
す
め
、
組
合
員
、
職
員
、
そ
し
て

関
わ
る
全
て
の
み
な
さ
ま
が
心
身
と

も
に
健
康
で
あ
る
よ
う
、
心
の
ふ
れ

合
い
と
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
生

協
の
「
好
き
」
を
た
く
さ
ん
見
つ
け

て
い
た
だ
け
る
よ
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
の
十
干
十
二
支
は
「
丙ひ

の
え
う
ま午

」、

勢
い
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
活
動
的

な
年
で
す
。
と
も
に
の
力
で　

笑
顔
の

明
日
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ま
に
と
っ
て
輝
か
し
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

2025年11月7日（金）
理事23名中22名出席　　監事5名中5名出席理事会だより  2025年度 第6回理事会

2025年度「令和6年能登半島地震及び能登半島豪雨災害募金」
の実施について
令和6年1月の能登半島地震及び同年9月の豪雨災害により被災された地
域を継続的に支援するため、2025年12月1日～2026年1月11日まで
の期間中、コープデリグループの会員生協とともに募金を実施いたします。
※�詳しいご案内は、「コピス＋ブロックニュース」やコープながののホームページに掲載します。

◆報告事項

10月21日	 上期監査「管理部の管掌役員ヒアリング、八重洲監査法人との会合(上期監査実施報告会)」
10月22日	 上期監査「経営層（理事長・専務理事）との会合、重要書類の閲覧」
10月23日	 コープデリグループ監事連絡会・合同視察「小山要冷・冷凍集品センター」
11月  7日	 第6回監事会
11月10日	 ブロック別総代会議（11会場）～ 17日
11月11日	 内部監査「篠ノ井センター」に同行
11月18日	 事業所監査「中野センター」
11月20日	 コープデリグループ監事連絡会・世話人会／コープデリグループ常勤監事定例会

11月度監事会活動

ました。宅配商品のお届けまでの日数を考えると、魚の内臓の鮮度を維持で
きないことから、生でのお届けは難しいと判断しています。冷凍商品になり
ますが、「北海道産冷凍さんま（産地一回凍結）」は、北海道で水揚げされた
サンマを、水揚げ後すぐに凍結したものをお届けしています。一回のみ凍結
の商品で、焼き上がりのふんわりとした食感が特徴です。ぜひお試しください。

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
な
が
の

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
な
が
の

代
表
理
事

代
表
理
事  

理
事
長

理
事
長

丸
山
辰
明

丸
山
辰
明

11月度決算（2025年10月21日～11月20日）
組合員数 345,391人 （前月差467人増加）

出資金総額 136億1,983万円 （前月差1億313万円減少）

事業高 41億6,473万円 （予算比98.8％）

宅配 39億1,795万円 （予算比98.7％）

店舗 1億9,065万円 （予算比98.4％）

職域 582万円 （予算比93.5％）

経常剰余金 1億8,718万円 （予算比144.4％）

2025年 10月の回収量
牛乳パック 6,079kg ペットボトル 10,040kg

本数 202,627本 本数 189,434本

たまごパック 2,520kg 食品トレイ 3,226kg
パック 210,017パック 枚数 537,667枚

アルミ缶 856kg 買物袋持参率 88.4％
缶 20,388缶 来店数 70,808人

【★…店舗のみの数値】
【前年同月に対して   増加   減少】

「組合員の声」10月度まとめ
10月度のカード受付件数は全体で150件でした。（以下、内訳）
組合員さんが直接記入して提出された｢こえのポスト｣ 23件
組合員さんの言葉を職員が記入して提出した｢観たこと聴いたことカード｣ 121件
案内センターへの声 6件
宅配事業では、「生のサンマを取り扱ってほしい」という声が寄せられ
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2P　ながの


